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第
二
十
八
巻

序
論
問
題
と
方
法

企
業
資
本
の
集
中
・
集
積
と
所
有
構
成

ー
資
本
構
成
の
形
成
過
租
ー

所
有
構
成
：

．．．． 
有
機
的
構
成
：
・
…
技
術
的
構
成

ー
所
有
と
し
て
の
資
本
と
機
能
と
し
て
の
資
本
ー

企
業
資
本
の
所
有
構
成
と
収
益
性

ー
資
本
金
利
益
（
率
）
・
・
・
（
資
本
金
・
剰
余
金
構
成
）
・
：
自
己
資
本
利
益
（
率
）

．．． 

〔
支
払
利
子
（
率
）
〕
（
自
己
•
他
人
資
本
構
成
）

・
・
・
個
別
利
潤
（
率
）

．．． 
剰
余
価
値
の
生
産
・
分
配
ー

（
一
）
序
自
己
資
本
ー
利
益
と
他
人
資
本
ー
利
子
と
の
差
別
性
と
同
一
性

（
二
）
所
有
構
成
と
企
業
利
濶
の
個
別
資
本
内
分
割

ー
利
子
と
企
業
者
利
得
・
純
利
益
と
の
対
立
1

(
1
)自
己
•
他
人
資
本
構
成
と
自
己
資
本
利
益
率

(
2
)
資
本
金
・
剰
余
金
構
成
と
資
本
金
利
益
率
（
以
上

（
三
）
他
人
資
本
依
存
ー
金
利
負
担
ー
コ
ス
ト
高
論
の
吟
味
（
以
下

(
1
)

商
品
コ
ス
ト
高
論
3
検
討

片

（二）
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四

（
一
）

序
自
己
資
本
ー
利
益
と
他
人
資
本
ー
利
子
と
の
差
別
性
と
同
一
性

企

業

資

本

構

成

の

研

究

（

二

）

(
2
)

資
本
コ
ス
ト
高
論
の
検
討

（
三
）
剰
余
価
値
の
生
産
と
分
配
・
個
別
利
潤
率
に
対
す
る
所
有
構
成
の
構
造
的
影
響

ー
所
有
構
成
と
個
別
利
潤
率
と
の
静
態
的
関
連
ー

（
四
）
他
人
資
本
に
よ
る
資
本
の
量
的
集
中
（
資
本
構
成
の
悪
化
）
と
個
別
利
潤
率
の
変
動

ー
所
有
構
成
と
個
別
利
潤
率
と
の
動
態
的
関
連
ー

(
1
)
企
業
資
本
の
量
的
集
中
と
有
機
的
構
成
の
高
度
化
ー
個
別
的
価
値
の
切
下
げ
［
超
過
利
潤
・
社
会
的
価
値
の
低
下

(
2
)

企
業
資
本
の
量
的
集
中
と
企
業
成
長
・
経
済
成
長

(
i
)
市
場
占
有
率
の
拡
大
ー
独
占
利
潤

貪
）
新
製
品
・
新
産
業
の
開
発
［
創
業
者
利
潤

(
3
)
他
人
資
本
に
よ
る
強
蓄
積
の
矛
盾
過
剰
生
産
［
利
潤
率
の
低
落
と
利
子
率
の
高
水
準
維
持

（
五
）
所
有
構
成
と
国
の
経
済
（
税
制
・
金
融
）
諸
政
策
に
よ
る
社
会
的
再
分
配

（
六
）
他
人
資
本
依
存
ー
コ
ス
ト
高
論
の
再
吟
味

［
所
有
構
成
と
収
益
性
の
総
括
的
検
討
ー

企
業
資
本
の
所
有
構
成
と
収
益
性

第
二
十
九
巻

ー
資
本
金
利
益
（
率
）
…
（
資
本
金
・
剰
余
金
構
成
）
・
・
・
自
己
資
本
利
益
（
率
）
…
〔
支
払
利
子
（
率
）
〕
（
自
己
•
他
人

資
本
構
成
）
…
個
別
利
潤
（
率
）

．．． 
剰
余
価
値
の
生
産
・
分
配
ー

所
有
と
機
能
と
が
末
分
離
の
自
己
資
本
に
お
い
て
は
、
利
潤
は
量
的
に
も
分
割
さ
れ
る
契
機
を
ほ
ん
ら
い
も
っ
て
い
な
い
。
資
本
家
が
貨

第
二
号

五



幣
資
本
家
と
機
能
資
本
家
と
の
二
つ
の
範
疇
に
分
裂
し
、
個
別
資
本
に
お
い
て
自
己
資
本
ー
所
有
機
詣
資
本
家
が
他
人
資
本
ー
無
機
能
資

本
家
を
吸
引
・
結
合
す
る
に
至
っ
て
、
利
潤
は
利
子
と
利
益
と
に
分
割
さ
れ
両
者
の
間
に
対
立
関
係
が
生
じ
て
く
る
。
所
有
と
機
能
と
が
制

度
的
に
も
分
離
・
対
立
す
る
他
人
資
本
は
、
二
重
の
規
定
に
お
い
て
資
本
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
所
有
者
ー
貸
手
に
と
っ
て
は

利
子
生
み
資
本
で
あ
り
、
機
能
者
ー
借
手
に
と
っ
て
は
機
能
資
本
と
し
て
で
あ
る
。
「
所
有
と
し
て
の
他
人
資
本
」
に
対
し
て
支
払
わ
れ

る
利
子
と
、
「
機
能
と
し
て
の
他
人
資
本
」
の
生
む
利
潤
と
の
差
額
で
あ
る
企
業
者
利
得
（
時
に
は
損
失
）
は
、
他
人
資
本
の
機
能
管
理

(
1
)
 

の
産
物
と
し
て
機
能
資
本
家
ー
自
己
資
本
に
帰
属
す
る
。
す
な
わ
ち
企
業
者
利
得
は
、
他
人
資
本
の
諸
活
動
の
管
理
だ
け
か
ら
の
産
物
と

し
て
資
本
家
的
に
認
識
さ
れ
、
自
己
資
本
利
潤
と
合
算
さ
れ
て
利
益
と
し
て
算
出
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
他
方
利
子
は
、
生
産
過
程
か
ら

捨
象
さ
れ
た
単
な
る
資
本
所
有
自
体
の
果
実
と
し
て
利
瀾
か
ら
自
立
化
し
た
形
態
を
と
つ
て
く
る
。
利
子
は
名
称
•
項
目
・
範
疇
を
一
応

異
に
す
る
が
本
質
的
に
は
剰
余
価
値
ー
利
瀾
ー
平
均
利
潤
の
一
部
分
な
の
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
利
子
は
、
現
象
的
に
は
「
一
定
期
間
の
経

過
」
以
外
に
は
な
ん
ら
の
媒
介
も
な
し
に
増
殖
さ
れ
る
価
値
と
し
て
、
利
潤
と
は
相
い
異
な
る
源
泉
か
ら
発
生
し
た
よ
う
に
み
え
る
。
利
子

率
の
大
き
さ
と
そ
の
変
勁
と
は
、
究
極
的
に
は
産
業
資
本
の
運
動
ー
利
潤
の
大
き
さ
と
そ
の
変
動
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
る
と
し
て
も
、
利
瀾

と
利
子
と
の
現
実
的
な
大
き
さ
の
間
に
は
直
接
的
な
関
係
は
存
在
せ
ず
、
利
子
率
は
た
だ
貸
付
資
本
の
社
会
的
需
給
閲
係
に
よ
っ
て
規
定

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
あ
ら
わ
れ
、
そ
の
変
動
は
利
潤
率
の
よ
う
に
は
は
げ
し
く
は
な
い
。
こ
う
し
て
、
借
り
入
れ
た
機
能
資
本
家
に
対
し
て
、

利
子
は
利
潤
ー
個
別
利
欄
か
ら
は
全
く
独
立
し
た
と
こ
ろ
の
予
め
確
定
さ
れ
た
も
の
と
し
て
支
払
を
要
求
す
る
。
要
す
る
に
他
人
資
本
利

潤
の
利
子
と
企
業
者
利
得
と
へ
の
分
割
は
、
単
な
る
量
的
分
割
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
質
的
分
割
・
対
立
と
し
て
現
象
す
る
の
で
あ
る
。

利
子
の
利
潤
か
ら
の
自
立
化
と
い
う
物
神
性
は
、
こ
ん
ど
は
所
有
と
機
能
と
が
合
致
し
て
い
る
自
己
資
本
内
部
に
も
滲
透
し
、
自
己
資

本
利
潤
の
利
子
と
企
業
者
利
得
と
へ
の
量
的
分
割
を
惹
ぎ
お
こ
し
て
、
自
己
資
本
利
子
の
主
張
を
生
ず
る
に
至
る
。
さ
ら
に
株
式
会
社
が

企
業
資
本
構
成
の
研
究
（
二
）

第
二
十
九
巻

第
二
号

五



企
業
資
本
構
成
の
研
究
（
二
）

発
展
し
て
自
己
資
本
ー
制
度
上
の
機
能
資
本
家
内
部
に
お
け
る
支
配
資
本
（
家
）
~
機
能
資
本
家
と
従
属
資
本
（
家
）
ー
無
機
能
資
本
家
と

へ
の
分
裂
が
生
じ
両
者
の
対
立
が
顕
在
化
す
る
段
階
で
は
、
自
己
資
本
利
潤
も
ま
た
他
人
資
本
に
お
け
る
よ
う
に
制
度
的
で
は
な
い
が
実

質
的
に
は
量
的
分
割
か
ら
質
的
分
割
へ
と
進
展
す
る
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
利
子
・
企
業
者
利
得
の
物
神
性
が
企
業
資
本
全
体
に
お
い

て
完
成
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

第
二
十
九
巻

と
こ
ろ
で
、
従
来
の
資
本
構
成
と
収
益
性
論
議
に
あ
っ
て
は
、
表
面
に
お
い
て
直
接
現
象
す
る
他
人
資
本
ー
利
子
と
、
自
己
資
本
（
株

式
資
本
）
ー
利
益
（
配
当
）
と
の
差
異
の
み
を
構
成
。
分
割
比
率
に
焦
点
を
お
い
て
み
る
。

に
お
い
て
粗
互
に
対
立
さ
せ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
対
立
的
形
態
に
幻
惑
さ
れ
て
、
そ
の
認
識
は
両
者
の
共
通
の
地
盤
（
機
能
す
る

資
本
—
個
別
利
潤
•
利
潤
・
剰
余
価
値
）
に
ま
で
達
せ
ず
、
利
子
の
個
別
利
潤
ー
総
利
潤
ー
剰
余
価
値
と
の
質
的
・
量
的
関
連
性
が
全
く

断
ち
切
ら
れ
、
利
子
の
底
に
ひ
そ
む
剰
余
価
値
生
産
閲
係
・
資
本
家
的
社
会
関
係
が
看
う
し
な
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
資
本
構
成
と
収
益
性

問
題
が
単
に
支
払
利
子
即
金
利
負
担
の
問
題
と
し
て
一
面
的
か
つ
表
面
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
所
以
で
あ
る
。

他
方
、
こ
れ
と
対
照
的
な
議
論
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
自
己
資
本
（
株
式
資
本
）
と
他
人
資
本
と
を
、
し
た
が
っ
て
利
益
（
配
当
）
と
利

子
と
を
、
資
本
一
般
ー
剰
余
価
値
に
ま
で
還
元
し
て
、
こ
れ
ら
両
者
の
同
一
性
ー
本
質
を
あ
ば
き
出
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の

同
一
性
か
ら
現
象
形
態
に
お
け
る
差
別
性
の
も
つ
特
殊
具
体
的
な
意
義
を
導
き
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
本
質
を
現
象
に
性
急
に
直
線
的
に

適
用
す
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

な
る
ほ
ど
わ
が
国
の
資
本
構
成
を
特
徴
づ
け
て
い
る
の
は
他
人
資
本
へ
の
過
度
依
存
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
て
こ
の
こ
と
は
形

、、

態
的
に
は
他
人
資
本
比
率
が
異
常
に
高
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
内
容
的
に
は
他
人
資
本
量
が
異
常
に
大
き
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

形
態
ー
構
成
と
内
容
ー
資
本
量
と
の
関
係
を
み
る
に
、
資
本
構
成
は
資
本
の
集
中
・
集
積
連
動
の
形
態
的
結
末
な
の
で
あ
っ
て
決
し
て
そ

す
な
わ
ち
、
両
者
を
た
ん
に
形
態
的
差
別
性

第
二
号

五
四



企
業
資
本
構
成
の
研
究
（
二
）

の
逆
で
は
な
い
。
前
述
の
二
つ
の
見
解
に
お
い
て
は
、
他
人
資
本
ー
利
子
の
「
質
」
を
現
象
（
差
別
性
）

（
同
一
性
）

に
お
い
て
認
識
す
る
か
に
お
い
て
は
ま
さ
に
対
照
的
で
あ
る
が
、

し
て
の
資
本
」

第
二
十
九
巻

第
二
号

五
五

に
お
い
て
と
ら
え
る
か
本
質

し
か
し
な
が
ら
双
方
と
も
に
他
人
資
本
「
量
」
に
つ

い
て
は
み
の
が
し
て
い
る
。
機
能
す
る
資
本
に
お
い
て
と
ら
え
る
限
り
自
己
資
本
と
他
人
資
本
と
は
、
も
は
や
互
に
対
立
す
る
「
所
有
と

の
差
別
性
は
消
え
て
し
ま
っ
て
単
に
量
的
に
区
別
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
無
差
別
的
な
資
本
と
し
て
把
捩
さ
る
べ
ぎ
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
考
寮
は
、
ま
ず
他
人
資
本
を
そ
の
質
に
お
い
て
ま
さ
に
ほ
か
な
ら
ぬ
他
人
資
本
の
形
態
で
把
握
し
、
そ
れ
に
帰
属
す
る

特
殊
具
体
的
形
態
で
あ
る
利
子
と
自
己
資
本
に
帰
属
す
る
企
業
者
利
得
と
の
粗
互
対
立
に
焦
点
を
お
き
、
そ
こ
か
ら
両
者
が
分
か
た
れ
た

個
別
利
潤
さ
ら
に
社
会
総
利
潤
ー
剰
余
価
値
へ
と
そ
の
本
質
的
形
態
を
追
っ
て
下
向
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
場
合
忘
れ
て
な
ら

な
い
の
は
そ
の
量
に
お
い
て
機
能
す
る
資
本
ー
利
潤
・
剰
余
価
値
を
生
む
資
本
と
し
て
つ
か
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
所
有
と
し
て
の
他
人
資
本
ー
質
と
し
て
の
他
人
資
本
と
、
機
能
と
し
て
の
他
人
資
本
ー
量
と
し
て
の
他
人
資
本
と
の
一
―

重
性
を
統
一
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
痛
感
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

再
言
す
れ
ば
、
自
己
資
本
と
他
人
資
本
ー
利
益
（
企
業
者
利
得
）
と
利
子
と
を
、
そ
の
現
象
す
る
形
態
に
お
け
る
個
別
経
済
的
異
質
性

（
利
益
性
と
費
用
性
な
い
し
原
価
性
）
の
追
究
を
出
発
点
と
し
、
両
者
が
同
じ
く
資
本
で
あ
り
利
潤
（
剰
余
価
値
）
で
あ
る
と
い
う
社
会

経
済
的
同
質
性
（
利
潤
性
）
に
ま
で
沈
め
、
ま
た
こ
の
本
質
的
同
一
性
の
な
か
に
そ
れ
ら
の
形
態
的
差
別
性
・
対
立
性
を
み
て
行
く
。

そ
し
て
か
か
る
他
人
資
本
の
も
つ
質
的
側
面
と
同
時
に
量
的
側
面
と
を
統
一
的
に
把
握
ず
る
こ
と
こ
そ
、
資
本
構
成
と
収
益
性
問
題
を
単

な
る
形
式
論
と
し
て
で
は
な
く
、
内
容
を
も
つ
生
ぎ
た
経
営
・
経
済
理
論
に
拠
っ
て
解
明
す
る
基
本
的
条
件
で
あ
る
と
考
え
る
。

さ
て
、
所
有
構
成
と
収
益
性
を
論
ず
る
に
当
っ
て
、
資
本
収
益
性
を
ど
の
よ
う
な
観
点
か
ら
と
り
あ
げ
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
一

言
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
自
明
の
こ
と
の
よ
う
に
見
え
る
が
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
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ま
ず
自
己
資
本
利
益
（
率
）

他
方
に
お
い
て
支
配
資
本
の
「
私
的
性
」

個
別
資
本
を
構
成
し
支
配
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
資
本
（
家
）
に
照
応
し
て
、
（
個
別
）
総
資
本
利
潤
（
率
）
ー
総
資
本
純
益
（
率
）
—
自
己
資
本
利

益
（
率
）
ー
株
式
資
本
（
資
本
金
）
利
益
（
率
）
或
は
制
度
的
な
も
の
で
は
な
い
が
実
質
的
な
支
配
資
本
利
益
（
率
）
が
求
め
ら
れ
よ

う
。
わ
れ
わ
れ
が
当
面
す
る
自
己
•
他
人
資
本
構
成
と
収
益
性
の
問
題
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
一
連
の
利
益
（
率
）
の
体
系
の
な
か
で
、

に
焦
点
が
据
え
ら
れ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
株
式
会
社
構
造
の
歴
史
的
発
展
は
、

に
お
い
て
そ
の
「
社
会
性
」
を
強
め
（
そ
の
「
社
会
性
」
が
客
観
的
な
も
の
に
し
ろ
、
ま
た
私
的
営
利
性
に
対
す
る
国
民
大
衆
の
は
げ
し

い
非
難
回
避
の
た
め
に
す
る
支
配
資
本
の
意
識
的
・
主
概
的
「
社
会
性
」
の
強
調
に
し
ろ
）
、

を
愈
々
し
ぼ
り
せ
ば
め
て
き
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
「
社
会
性
」
と
「
私
的
性
」
と
が
そ
れ
ぞ
れ
を
鋭
く
し
な
が
ら
背
中
合
せ
に
統
一
さ

れ
て
い
る
近
代
株
式
会
社
の
現
実
を
反
映
し
て
、
資
本
構
成
と
収
益
性
論
議
も
右
往
左
往
し
中
空
に
よ
ろ
め
く
こ
と
に
な
る
。

「
所
有
者
的
観
点
」
に
立
つ
か
の
如
き
高
い
自
己
資
本
利
益
（
率
）
ー
資
本
金
利
益
率
の
強
調
も
、
低
い
配
当
性
向
・
配
当
率
—
高
い

利
益
の
内
部
留
保
率
に
よ
っ
て
「
全
体
的
観
点
」
ー
そ
れ
と
背
中
合
せ
の
「
支
配
資
本
的
観
点
」
に
横
す
べ
り
す
る
。

ま
た
へ
い
ぜ
い
「
所
有
と
経
営
の
分
離
」
を
主
張
し
資
本
の
制
約
性
か
ら
解
放
さ
れ
た
企
業
ー
経
営
者
を
強
調
し
て
、
「
企
業
の
全
体

的
観
点
」
或
は
「
経
営
者
的
観
点
」
を
と
く
論
者
に
あ
っ
て
も
、
資
本
構
成
問
題
に
お
い
て
は
実
践
に
埋
没
し
て
「
所
有
者
的
観
点
」
に

固
執
し
、
金
利
負
担
の
過
重
が
多
大
の
熱
意
を
も
っ
て
議
論
せ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
全
体
的
観
点
」
に
立
つ
か
ぎ
り
企
業

収
益
性
の
目
標
は
総
資
本
利
潤
率
に
あ
っ
て
、
自
己
資
本
利
益
率
ー
所
有
構
成
の
問
題
は
第
一
義
的
な
意
義
を
も
た
な
い
は
ず
で
あ
る
。

ま
た
彼
等
は
企
業
全
体
の
観
点
か
ら
利
子
と
利
益
（
配
当
）
の
同
一
化
を
認
め
る
に
し
て
も
、
利
子
の
外
観
的
形
態
は
価
値
増
殖
の
物
神
性

を
表
現
し
そ
の
な
か
に
体
現
さ
れ
て
い
る
剌
余
労
働
を
何
ら
あ
ら
わ
さ
な
い
―
つ
の
最
も
高
度
の
擬
制
的
姿
で
あ
る
、
と
い
う
認
識
に
は

達
す
る
こ
と
が
で
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
利
子
を
利
潤
の
一
分
割
部
分
と
し
て
認
め
る
よ
り
も
、
逆
に
他
人
資
本
利
子
が
原
価
を
形
成
し
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費
用
と
し
て
現
に
認
め
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
配
当
ー
自
己
資
本
利
子
を
利
潤
ー
利
益
と
し
て
課
税
す
る
の
は
不
合
理
で
あ
る
と
す
る

順
倒
し
た
主
張
の
理
論
的
基
礎
と
し
て
、
こ
の
「
全
体
的
観
点
」
に
お
け
る
同
一
性
が
便
宜
的
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
ま
た
「
全

体
的
観
点
」
は
、
使
用
総
資
本
に
純
利
益
を
対
置
さ
せ
る
。
利
潤
率
ー
利
益
率
の
高
さ
を
極
め
て
過
小
に
表
示
で
き
る
こ
の
総
資
本
純
益

率
は
、
対
「
社
会
性
」
の
考
慮
か
ら
前
面
に
押
し
出
さ
れ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
は
「
全
体
的
観
点
」
な
る
も
の
の
本
性
を
そ
こ

に
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
現
象
を
規
定
す
る
も
の
が
本
質
で
あ
る
筈
で
あ
る
が
、
現
象
が
本
質
を
ゆ
が
め
よ
う
と
す
る
逆
立
ち
が
資

本
の
立
場
か
ら
は
要
求
さ
れ
て
く
る
。

株
式
会
社
の
発
展
と
と
も
に
、
自
己
資
本
内
部
に
お
い
て
も
質
的
分
裂
を
生
じ
株
式
資
本
ー
配
当
も
、
「
会
社
自
体
」
ー
支
配
資
本
に
と

っ
て
は
「
他
人
資
本
ー
利
子
化
」
（
コ
ス
ト
化
）
し
て
、
「
企
業
全
体
的
観
点
」
「
経
営
者
的
観
点
」
の
強
調
の
背
後
で
、
愈
々
「
支
配
資

本
的
観
点
」
が
貫
ぬ
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。
も
と
よ
り
「
支
配
資
本
的
観
点
」
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
「
企
業
の
所
有
者
的
観
点
」
を
ひ

き
ず
り
、
さ
ら
に
「
個
別
資
本
全
体
の
観
点
」
を
そ
の
脚
底
に
置
い
て
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
今
日
の
所
有
構
成
と
収
益
性
間
題

の
観
点
は
、
表
面
に
益
々
大
衆
化
し
た
「
所
有
者
的
観
点
」
を
立
て
、

こ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

（
註
）
「
株
主
一
般
の
観
点
」
か
ら
す
る
収
益
性
指
標
で
あ
る
資
本
金
利
益
率
と
は
そ
の
後
の
分
配
・
帰
属
に
お
い
て
大
き
く
異
な
る
が
、
企
業
の
「
支

配
資
本
の
観
点
」
か
ら
も
「
資
本
金
利
益
率
」
が
純
利
益
の
絶
対
額
を
も
加
味
し
な
が
ら
究
極
的
な
収
益
性
指
帳
と
な
っ
て
く
る
と
、
諮
個
別
資

本
ー
支
配
資
本
が
、
よ
り
高
い
「
資
本
金
利
益
率
」
を
目
ざ
し
て
競
争
関
係
に
入
っ
て
く
る
。
そ
こ
で
企
業
者
利
得
獲
得
の
た
め
に
い
ま
や
他

人
資
本
の
導
入
が
競
争
上
必
然
的
に
要
請
さ
れ
、
こ
れ
が
資
本
構
成
の
社
会
的
比
率
を
強
制
す
る
一
因
と
も
な
る
。
と
す
机
ば
、
生
産
部
門
間
の
競

争
の
結
果
形
成
さ
れ
る
平
均
利
潤
率
．
部
門
内
個
別
企
業
間
に
お
け
る
超
過
利
潤
麗
得
競
争
と
、
こ
の
個
別
支
配
資
本
間
に
お
い
て
争
そ
わ
れ
る
資

本
金
利
益
率
と
の
閃
係
、
こ
れ
等
の
競
争
の
性
格
等
に
つ
い
て
も
究
明
を
要
す
る
問
辺
を
残
す
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に

譲
る
こ
と
に
す
る
。

企
業
資
本
構
成
の
研
究
（
二
）
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そ
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後
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す
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観
点
」
を
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要
す
る
に
、
所
有
構
成
と
収
益
性
問
題
の
所
在
も
、
資
本
構
成
の
不
均
衡
（
他
人
資
本
へ
の
過
度
依
存
）
と
か
、
そ
の
是
正
と
か
い
う

こ
と
自
体
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
究
極
は
支
配
資
本
的
観
点
か
ら
の
飩
利
益

そ
れ
は
当
面
、
変
動
し
不
確
定
的
で
あ
る
特
殊
・
個
別
的
な
企
菜
利
潤
率
と
、

的
な
支
払
利
子
率
と
の
格
差
の
問
題
に
帰
す
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
間
題
は
、

(

1

)

所
有
構
成
と
個
別
利
潤
の
分
割

(
2
)
所
有
構
成
と
涸
別
利
瀾
率

に
分
れ
て
く
る
。

(
1
)
に
つ
い
て
は
他
人
資
本
ー
利
子
と
自
己
資
本
ー
利
益
と
の
形
態
的
差
別
性
・
対
立
性
に
焦
点
を
お
い
て
、
所
有

構
成
が
個
別
利
瀾
の
利
子
と
純
利
益
と
へ
の
量
的
・
質
的
分
割
比
率
を
如
何
に
規
定
す
る
か
を
、
他
人
資
本
過
度
依
存
ー
支
払
利
子
負
相

の
過
重
と
い
う
問
題
と
関
連
せ
し
め
て
究
明
す
る
。

資
本
の
生
産
関
係
と
、
有
機
的
構
成
…
剰
余
価
値
•
利
瀾
の
生
産
と
分
配
：
・
個
別
利
瀾
（
率
）
と
の
構
成
的
関
連
如
何
を
問
題
と
す
る
。

一
方
に
お
い
て
分
割
さ
る
べ
き

そ
し
て
さ
ら
に
、
動
態
的
に
、
所
有
構
成
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
の
背
後
に
あ
る
他
人
資
本
の
量
的
集
中
が
、

全
体
と
し
て
の
利
潤
（
剰
余
労
働
の
生
産
物
）
I
個
別
利
潤
そ
の
も
の
の
大
き
さ
と
変
動
に
如
何
に
作
用
を
及
ぼ
す
か
、

資
本
の
生
産
構
造
・
機
能
構
成
の
変
革
•
発
展
と
の
関
連
で
間
題
に
し
、
他
万
に
お
い
て
、
(
3
)
の
問
題
と
し
て
の
貸
付
ら
れ
う
る
貨

幣
資
本
に
対
す
る
需
給
関
係
の
変
動
：
・
利
子
率
そ
の
も
の
へ
の
影
響
に
ま
で
、
考
察
を
及
ぼ
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
て
、
資
本
構
成
と
収
益
性
問
題
は
、
資
本
構
成
が
不
均
衡
で
あ
る
と
い
う
現
実
の
背
後
に
ひ
そ
ん
で
い
る
資
本
の
生
産
と
分
配
の

諸
関
係
を
、
資
本
ー
支
配
資
本
の
収
益
性
に
即
し
て
み
て
い
こ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

(
1
)
企
業
利
潤
の
個
別
資
本
内
分
配
ー
利
子
と

利
益
（
企
業
者
利
得
）
と
の
羅
的
・
質
的
分
割
ー
ー
の
分
析
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
れ
を
こ
え
る
と
こ
ろ
の
（
他
人
）
資
本
の
集
中
・
集
積
運

動
の
な
か
で
、
社
会
総
利
潤
の

(
2
)
同
一
産
業
部
門
内
に
お
け
る
個
別
資
本
間
分
配
、

(
3
)
総
資
本
内
に
お
け
る
産
業
部
門
間
分
配
と

企
業
資
本
構
成
の
研
究
（
二
）

つ
い
で
、

(
2
)

総
資
本
ー
個
別

よ
り
固
定
的
で
斉
一
的
・
確
定
的
で
あ
る
一
般
的
・
社
会

(
3
)
所
有
構
成
と
利
子
率
の
三
つ

に
お
い
て
ま
ず
静
態
的
に
、
自
己
•
他
人
資
本
の
構
成
比
率
と
い
う

（
率
）
の
増
大
・
向
上
に
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
て
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九
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資
本
主
義
的
分
配
関
係
を
規
定
す
る
の
は
資
本
主
義
的
私
有
区
分
で
あ
る
。
企
業
に
お
け
る
資
本
所
有
者
間
の
生
産
関
係
を
総
括
的
に

表
現
す
る
の
が
、
貸
借
対
照
上
の
制
度
的
資
本
構
成
で
あ
り
、
そ
の
実
質
的
持
分
で
あ
る
。
こ
の
所
有
区
分
が
、
企
業
利
潤
の
資
本
主
義

的
分
割
・
帰
属
の
基
準
と
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
今
日
の
資
本
制
企
業
会
計
の
損
益
計
算
に
反
映
す
る
の
は
、
資
本
制
生
産
に
お
け
る
本
質
的
規
定
で
は
な
く
、
現
象
的
規

定
ー
経
営
実
践
に
お
け
る
資
本
家
的
意
識
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
損
益
計
算
は
企
業
利
潤
の
確
認
計
算
を
目
的
と
せ
ず
、
利
潤
の
自
己
資

本
へ
の
帰
属
計
算
で
あ
り
、
資
本
金
に
対
す
る
利
益
（
損
失
）
の
確
定
計
算
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
利
潤
と
原
価
（
な
い
し
費
用
）

と
は
本
来
範
疇
的
に
異
な
る
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
限
界
が
明
確
で
は
な
く
、
自
己
資
本
ー
支
配
資
本
の
観
点
か
ら
利
潤

（注）

企
業
資
本
構
成
の
研
究
（
二
）

（

二

）

ー
利
子
と
企
業
者
利
得
・
純
利
益
と
の
対
立
ー
ー

所
有
構
成
と
企
業
利
潤
の
個
別
資
本
内
分
割

い
て
総
合
的
な
理
論
的
研
究
の
必
要
性
が
痛
感
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

第

二

号

五

九

(
4
)
剌
余
価
値
の
生
産
、
そ
し
て

い
う
経
済
法
則
を
通
じ
て
の
個
別
資
本
へ
の
帰
属
関
係
、
さ
ら
に

融
政
策
に
よ
る
利
濶
の
社
会
的
再
分
配
、
と
こ
う
い
っ
た
広
く
か
つ
深
い
「
生
産
」
と
「
分
配
」
の
資
本
構
成
と
の
有
機
的
な
閲
連
に
つ

第
三
巻

第
二
十
九
巻

第
五
編

向
坂
逸
郎
訳

(
5
)国
の
経
済
ー
祖
税
•
金

第
三
分
冊

1

「
利
子
と
企
業
者
利
得
と
へ
の
利
襴
の
分
割
」
に
つ
い
て
は
、
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
資
本
論

(
+
)
参
照
。

2

資
本
構
成
と
収
益
性
問
題
に
つ
い
て
実
証
的
研
究
は
後
に
譲
り
、
こ
こ
で
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
基
本
的
考
え
方
に
つ
い
て
述
べ
る
に
と

ど
め
て
お
く
。
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の
コ
ス
ト
化
現
象
が
多
々
み
ら
れ
、
利
子
も
ま
た
前
述
の
如
く
か
か
る
項
目
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
所
有
関
係
項
目
•
金

融
関
係
項
目
が
そ
の
計
算
過
程
に
混
在
し
錯
綜
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
損
益
計
算
に
お
い
て
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
売
上
高
マ
イ
ナ
ス
売

上
原
価
の
結
果
で
あ
る
売
上
総
利
益
か
ら
、
一
般
管
理
賽
お
よ
び
販
売
費
が
差
引
か
れ
て
営
業
利
益
と
な
り
、
こ
れ
に
営
業
外
収
益
を
加

え
た
も
の
が
当
期
総
利
益
で
あ
り
、
こ
の
当
期
総
利
益
か
ら
営
業
外
費
用
を
控
除
し
て
当
期
純
利
益
が
算
出
さ
れ
る
。

益
は
受
取
利
子
・
受
入
配
当
金
を
主
と
し
、
営
業
外
費
用
は
支
払
利
息
割
引
料
・
社
債
利
息
・
社
債
発
行
費
用
お
よ
び
発
行
差
金
償
却
な

ど
が
お
も
な
も
の
で
あ
る
。
か
か
る
純
利
益
の
計
算
過
程
に
お
い
て
、
利
潤
の
前
払
項
目
で
あ
る
特
許
権
使
用
料
な
ど
が
原
価
を
構
成
し
、

ま
た
不
動
産
（
土
地
・
建
物
な
ど
）
賃
借
料
・
動
産
（
機
械
そ
の
他
）
賃
借
料
な
ど
支
払
利
子
と
同
性
質
の
費
用
が
製
造
原
価
あ
る
い
は

一
般
管
理
費
に
入
る
な
ど
、
自
己
（
機
能
）
資
本
家
的
意
識
の
混
乱
せ
る
反
映
が
、
幾
多
の
所
有
関
係
項
目
・
金
融
関
係
項
目
の
分
散
的

混
入
を
結
果
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
厳
密
な
意
味
で
の
個
別
利
潤
（
率
）
そ
の
も
の
の
計
算
は
現
実
に
は
困
難
で
あ
る
。
他
方
支
払
利

子
（
率
）
に
し
て
も
、
歩
積
・
両
建
預
金
の
存
在
な
ど
を
考
慮
し
た
実
質
的
な
借
入
れ
金
利
や
、
名
目
的
に
は
コ
ス
ト
零
で
あ
る
買
入
れ

債
務
の
実
質
的
資
金
コ
ス
ト
な
ど
を
考
え
る
と
き
、
そ
の
具
体
的
な
算
出
は
必
ず
し
も
容
易
で
は
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
当
期
純
利
益
プ
ラ
ス
支
払
利
子
は
個
別
利
潤
で
は
な
く
、
さ
ら
に
使
用
総
資
本
に
し
て
も
そ
の
確
定
は
む
ず
か
し
い
の

(
1
)
 

で
、
企
業
収
益
率
な
い
し
総
資
本
利
潤
率
は
厳
密
に
は
個
別
利
潤
率
で
は
な
い
。
か
か
る
理
論
的
な
個
別
利
瀾
（
率
）
と
現
実
の
総
資

本
利
瀾
（
率
）
I
純
利
益
の
異
同
を
確
認
し
た
上
で
、
所
有
構
成
と
収
益
性
に
関
す
る
基
本
的
な
指
標
と
し
て
、
資
本
構
成
に
規
定
さ
れ

て
形
成
さ
れ
る
利
潤
の
制
度
的
配
分
・
帰
属
序
列
で
あ
る
個
別
利
潤
（
率
）
：
・
・
（
自
己
•
他
人
資
本
構
成
ー
利
子
支
払
）
。
：
自
己
資
本
利

益
（
率
）
I

（
資
本
金
・
剰
余
金
構
成
）
ー
資
本
金
利
益
率
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
、
か
か
る
純
利
益
の
計
算
体
系
が
社
会
制
度
的
に
確
立
さ
れ
て
く
る
と
、
刹
子
が
費
用
項
目
と
し
て
前
払
さ
れ
る
と
こ
ろ
か

第
二
号

六
〇

一
般
に
営
業
外
収



k
 企

業
資
本
構
成
の
研
究
（
二
）

怜

藩

漑

ら
、
利
子
と
利
益
の
本
質
的
同
一
性
が
い
よ
い
よ
陰
蔽
さ
れ
て
く
る
。

に
お
け
る
利
潤
と
利
子
と
の
差
額
た
る
企
業
者
利
得
（
損
失
）
が
機
能
資
本
に
帰
属
す
る
道
す
じ
が
明
ら
か
で
な
く
な
る
。
し
た
が
っ
て
、

支
払
利
子
の
絶
対
額
の
み
が
、
企
業
利
潤
か
ら
の
単
な
る
控
除
額
で
あ
る
と
し
て
、
直
ち
に
金
利
負
担
の
過
重
と
い
う
他
人
資
本
金
融
の

否
定
的
側
面
の
み
が
一
方
的
に
つ
よ
く
挙
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
他
人
資
本
依
存
と
収
益
性
の
検
討
は
、
ま
ず
利
子
率
ー
所
有
を
個
別

利
潤
率
ー
機
指
と
対
比
せ
し
め
、
機
能
資
本
家
ー
自
己
資
本
に
帰
属
す
る
企
業
者
利
得
が
プ
ラ
ス
で
あ
る
か
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
か
の
確
認

こ
そ
が
第
一
で
あ
る
。
こ
の
質
的
な
差
率
に
他
人
資
本
量
が
積
算
さ
れ
て
、
間
題
を
鼠
と
し
て
現
実
・
具
体
的
な
も
の
と
し
て
顕
現
せ
し

め
る
わ
け
で
あ
る
。
支
払
利
子
を
自
己
資
本
利
瀾
に
他
人
資
本
分
の
企
業
利
得
（
損
失
）
を
加
え
た
純
利
益
と
そ
の
絶
対
額
に
お
い
て

比
較
し
、
そ
の
割
合
の
大
な
る
こ
と
か
ら
金
利
負
桓
の
過
重
を
云
々
す
る
の
は
ナ
ン
セ
ン
ス
で
あ
ろ
う
。
今
日
の
如
く
、
他
人
資
本
に
過

度
に
依
存
す
る
場
合
、
し
た
が
っ
て
自
己
資
本
の
過
小
な
場
合
、
支
払
利
子
額
が
純
利
益
と
の
対
比
に
お
い
て
大
き
な
割
合
を
占
め
る
こ

要
す
る
に
、

世
上
一
般
に
、

「
企
業
の
金
利
負
担
を
重
か
ら
し
め
て
い
る
の
は
、

有
と
し
て
の
資
本
」
の
側
面
の
み
が
前
面
に
大
き
く
お
し
出
さ
れ
、

第
二
十
九
巻

第
二
号

六

て
、
資
本
構
成
問
題
を
た
だ
単
に
他
人
資
本
へ
の
過
度
依
存
ー
金
利
負
狙
の
過
重
ー
資
本
構
成
の
是
王
の
必
要
性
強
調
と
い
う
よ
う
に
展

開
し
て
行
く
が
、
間
題
の
真
の
所
在
は
、
前
述
の
如
く
、
変
動
し
不
確
定
的
な
企
業
利
潤
率
と
、
よ
り
固
定
的
な
支
払
利
子
率
と
の
格
差

に
、
す
な
わ
ち
低
い
利
潤
率
と
高
い
利
子
率
に
あ
る
の
で
あ
る
。

い
ま
、
企
業
者
利
得
•
利
瀾
率
．
利
益
率
．
利
子
率
と
資
本
構
成
と
の
関
係
を
式
で
も
っ
て
示
せ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

丹

(
2
)
 

企
業
の
借
入
金
過
多
に
そ
の
原
因
が
あ
る
」
と
し

と
は
当
然
で
あ
る
。

「
機
能
と
し
て
の
資
本
」
の
側
面
は
後
に
し
り
ぞ
い
て
、

他
人
資
本

他
人
資
本
に
お
け
る
利
子
を
生
む
（
利
子
支
払
を
要
す
る
）
「
所



令
嵌
艇
妥
鯉
怪
〇
吉
娯
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11
十
共
都
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曲
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pi 瓦
自
己
資
本

ふ
他
人
資
本

P
個
別
利
襴
率

自
己
資
本
利
益
率

利
子
率

K
1
P
 

自
己
資
本
利
益

K
a
資
本
金
K
E
剰
余
金

K
P
 

個
別
利
潤

K2i 

支
払
利
子
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企
業
者
利
得
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他
人
資
本
）

自
己
資
本
利
潤

自
己
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益
率

K
1
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+
K
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P
-
i
)
 

D
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K
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K
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-= P
+
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-
-
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P
-
i
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K
1
 

K
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人
資
本

ふ
自
己
資
本
…
…
資
本
構
成

P2;;; i
な
ら
ば
p2;;;P

P
<
i
な
ら
ば
p
<
P



（注）

2

例
え
ば
「
企
業
の
金
利
負
担
を
重
か
ら
し
め
て
い
る
の
は
、
金
利
水
準
の
割
高
で
は
な
く
、
企
業
の
借
り
入
金
過
多
、
う
ら
を
返
せ
ば
自
己

資
本
の
過
少
に
そ
の
原
因
が
あ
る
。
と
い
う
の
が
、
金
融
界
を
中
心
と
す
る
人
た
ち
の
主
張
で
あ
る
。
」
上
田
連
一
郎
「
金
利
水
準
と
国
際
競

争
力
」
経
済
評
論
一
九
六
三
年
六
月
号
二
九
頁
。

も
と
よ
り
、
所
有
構
成
と
利
潤
率
．
利
子
率
と
は
動
態
的
に
は
有
機
的
関
連
性
を
も
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
所
有
構
成
を
極
度
に
悪
化
さ

せ
る
ほ
ど
の
他
人
資
本
ー
借
入
金
に
よ
る
企
業
資
本
の
強
蓄
禎
が
、
一
方
に
お
い
て
生
産
過
剰
ー
利
汀
率
の
低
下
を
結
果
し
、
他
方
に
お
い
て

貸
付
資
本
の
需
給
関
係
を
逼
迫
さ
せ
金
利
の
割
高
を
招
来
す
る
場
合
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
い
わ
ゆ
る
素
朴
な
「
金
利
負
担
論

者
」
に
は
こ
の
点
に
つ
い
て
の
明
確
な
認
識
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
（
こ
の
問
題
は
後
で
詳
述
す
る
）
。

企

業

資

木

構

成

の

研

究

（

二

）

ー

tii焙
需
睾
圭
涅
洪

II

DJ 

汁

燃

ヰ

II

汗

羞

聡

II

幽
翌
芸
翫
奢
（
翠
出
淫
）
＋
活
芦
苦
」
山
・
議
栞
一
草

宕

玉

謬

諏

丹

第
二
号

六

す
な
わ
ち
、
利
潤
率

(
P
)が
利
子
率
(
i
)よ
り
も
大
で
あ
る
か
小
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
、
企
業
者
利
得
K
2
(
P
—

i
)は
プ
ラ
ス
或
は
マ

イ
ナ
ス
と
な
り
、
自
己
資
本
利
益
率
を
利
潤
率
よ
り
も
押
し
上
げ
或
は
引
き
下
げ
る
。
他
人
資
本
の
導
入
ー
支
払
利
子
の
存
在
は
常
に
利

益
額
を
利
潤
額
よ
り
も
小
な
ら
し
め
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
常
に
自
己
資
本
利
益
率
な
い
し
資
本
金
利
益
率
を
圧
迫
す
る
こ
と
に
は
な
ら

な
い
の
で
あ
る
。
他
人
資
本
と
収
益
性
問
題
は

(
Pー
i

)

に
質
的
規
定
性
が
あ
り
、

そ
こ
で
、
個
別
利
瀾
率
が
利
子
率
を
上
回
る
場
合
と
下
回
る
場
合
に
わ
け
て
、
も
う
少
し
検
討
し
て
み
よ
う
。

総
資
木
利
濶
率
は
、
当
期
利
益
金
に
金
融
費
用
を
加
え
て
給
資
本
で
除
し
た
も
の
で
も
つ
て
一
般
に
示
さ
れ
る
が
、
大
蔵
省
、

或
は
三
菱
経
済
研
究
所
等
に
よ
っ
て
こ
ま
か
く
は
若
干
差
異
が
あ
る
。

（
懇
一
邸
書
喜
墨
鼠
＋
翌
塁

j、
疇
’
•
詈
一
翌
＋
言
胃
言
喜
＋
昌
言
）

X
2

到
り
駈
翌
汁
戸
定
塙
骨
＋
2

日
本
銀
行
、

（
止
豆
埜
柔
帝
＋
湖
芦
堂
震
・
議
栞
一
奇
十
翌
丈
嘉
淑
誼
翠
吟
冠
近
＋
芹
直
述
＝
蜃
＋
洲
I
]

既
郷
志
、
命
犀
云
咽
）
X
2

芹

玉

榔

燦

料
第
二
十
九
巻

Kz
な
い
し

K2/K1
に
量
的
規
定
性
が
あ
る
。



1

ー

(
P
|
i
)

K2 
K1 

p
ー

p
+

こ
れ
を
式
で
示
せ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

利
子
生
み
資
本
は
、
産
業
資
本
の
価
値
増
殖
運
動
を
除
い
て
は
そ
れ
が
成
立
し
う
る
本
来
固
有
の
地
盤
を
も
っ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ

て
利
子
（
率
）
は
現
象
的
に
は
利
潤
（
率
）
か
ら
全
く
独
立
し
た
よ
う
な
外
観
を
と
っ
て
は
い
る
が
、
結
局
、
社
会
的
平
均
的
か
つ
長

期
的
に
は
（
平
均
）
利
潤
率
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
る
。
そ
し
て
産
業
資
本
家
が
承
諾
し
う
る
利
子
率
の
高
さ
は
、
通
常
の
場
合
利
潤
率
以

下
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
利
子
は
利
潤
の
一
分
割
部
分
で
あ
っ
て
全
部
で
は
な
く
、
利
子
率
の
最
高
限
界
は
利
潤
率
に
よ
っ
て
お
さ
え
ら
れ

て
く
る
。
も
と
よ
り
個
々
的
に
或
は
一
時
的
に
は
利
子
率
が
利
潤
率
を
こ
え
る
よ
う
な
場
合
も
あ
り
う
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
特
殊
な

場
合
で
あ
る
。

利
潤
率
に
よ
っ
て
究
極
的
に
は
規
制
さ
れ
限
界
づ
け
ら
れ
て
い
る
利
子
率
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
一
般
的
に
は
、
他
人
資
本
部
分
に
は
企

、、

業
者
利
得
が
生
じ
、
こ
れ
が
機
能
資
本
家
ー
自
己
資
本
に
帰
属
す
る
こ
と
に
な
る
。
利
潤
率
と
利
子
率
と
の
格
差
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い

程
ー
個
別
利
潤
率
が
高
け
れ
ば
高
い
程
•
利
子
率
は
低
け
れ
ば
低
い
程
ー
企
業
者
利
得
率
は
大
と
な
り
、
そ
し
て
他
人
資
本
依
存
度
が
大

な
れ
ば
大
な
る
程
、
企
業
者
利
得
量
は
大
と
な
り
、
自
己
資
本
に
対
す
る
純
利
益
額
を
増
加
し
自
己
資
本
利
益
率
を
高
め
て
く
る
。

同
一
企
業
に
お
け
る
期
間
比
較
に
お
い
て
、
ま
た
個
別
企
業
間
の
比
較
に
お
い
て
、
同
一
利
潤
率
の
場
合
、
自
己
資
本
利
益
率
は
よ
り

多
く
他
人
資
本
に
依
存
し
た
期
或
は
企
業
の
方
が
多
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
使
用
総
資
本
量
も
同
一
な
る
場
合
に
は
、
よ
り
他
人

資
本
に
依
存
す
る
場
合
な
い
し
企
業
の
方
が
、
純
利
益
の
絶
体
額
に
お
い
て
は
少
な
く
と
も
、
自
己
資
本
利
益
率
に
お
い
て
は
大
き
い
。

(
i
)
個
別
利
潤
率
が
利
子
率
を
上
回
る
場
合

企
業
資
本
構
成
の
研
究
（
二
）

第
二
十
九
巻

第
二
号
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V
o
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変
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K
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/
K
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が
大
な
る
ほ
ど

P
は
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と
な
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。
実
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と
し
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K
1
(
自
己
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を
減
少
さ

せ
る
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は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
、

K
2
(
他
人
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本
）
を
増
加
さ
せ
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こ
と
が
自
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資
本
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率
を
大
な
ら
し
め
る
こ
と
に
な
る
（
こ
の

場
合
、
他
人
資
本
を
導
入
し
生
産
拡
大
を
行
な
う
も
利
潤
率
は
変
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な
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も
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す
る
）
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も
っ
と
も
逆
に
、

A
.
B
企
業
の
自
己
資
本
利
益
率
が
同
一
で
資
本
構
成
が
異
な
る
場
合
、

A
が
よ
り
多
く
他
人
資
本
に
依
存
し
、

A

の
利
益
率
が
企
業
者
利
得
の
よ
り
多
く
の
積
み
上
げ
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

A
に
お
け
る
利
潤
率
は
B
よ
り
も
低
い
こ
と

に
な
る
。

A
企
業
は
利
潤
率
の
低
さ
を
企
業
者
利
得
で
も
っ
て
カ
バ
ー
し
て
い
る
と
も
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
は
A
企
業
に

お
け
る
他
人
資
本
依
存
度
の
大
な
る
こ
と
は
、
利
潤
率
の
低
さ
の
間
接
的
指
標
と
も
な
る
わ
け
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
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こ
の
よ
う
な
他
人
資
本
利
用
の
積
極
的
・
消
極
的
効
果
か
ら
、
経
営
者
ー
支
配
資
本
は
、
個
別
企
業
間
に
お
け
る
利
益
率
競
争
に
お
い

て
優
位
を
占
め
る
た
め
に
、
ま
た
対
資
本
市
場
、
株
価
•
株
主
対
策
上
の
観
点
か
ら
、
過
大
他
人
資
本
ー
過
小
自
己
資
本
。
：
過
小
資
本
金

状
態
に
し
て
お
く
こ
と
を
選
ぶ
。
利
益
の
絶
対
額
に
お
い
て
は
少
な
い
と
し
て
も
、
自
己
資
本
利
益
率
．
資
本
金
利
益
率
を
高
く
表
示
で

き
、
し
た
が
っ
て
配
当
総
額
に
お
い
て
は
と
も
か
く
配
当
率
ー
株
価
を
高
く
保
持
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
て
、
事
業
成
績
・
経
営
内
容
ー
収

益
性
の
高
さ
を
誇
示
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
か
か
る
個
別
企
業
内
に
お
け
る
自
己
資
本
利
益
率
．
資
本
金
利
益
率
を
め
ぐ
る
競
争
が
、
す

な
わ
ち
、
純
利
益
を
そ
し
て
利
潤
率
そ
の
も
の
で
は
な
く
て
こ
れ
ら
の
利
益
率
を
最
大
に
し
よ
う
と
す
る
支
配
資
本
の
競
争
が
、
他
人
資

本
の
導
入
を
促
進
し
、
こ
の
面
か
ら
も
資
本
構
成
の
社
会
的
水
準
を
形
成
せ
し
め
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
極
言
す
れ
ば
、
こ
の
面
か
ら
資
本

構
成
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
外
在
的
な
強
制
法
則
と
し
て
、
経
営
者
ー
支
配
資
本
に
押
し
つ
け
て
く
る
の
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
他
人
資
本
の
導
入
は
、
企
業
資
本
の
量
的
な
集
中
を
も
た
ら
し
生
産
の
拡
大
・
コ
ス
ト
の
切
り
下
げ
に
よ
る
利
潤
ー
利
益
量

の
増
大
を
招
来
す
る
と
と
も
に
（
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
後
で
詳
し
く
検
討
す
る
）
、
個
別
利
潤
率
が
利
子
率
よ
り
も
大
な
る
場
合
に
は

自
己
資
本
ー
機
能
資
本
家
に
企
業
者
利
得
の
獲
得
を
大
な
ら
し
め
自
己
資
本
利
益
率
の
押
し
上
げ
を
可
能
な
ら
し
め
る
わ
け
で
あ
る
。
こ

企
業
資
本
構
成
の
研
究
（
二
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企
業
資
本
構
成
の
研
究
（
二
）

の
意
味
で
収
益
性
の
点
か
ら
み
れ
ば
、
他
人
資
本
依
存
度
の
高
い
こ
と
は
、
い
わ
れ
る
よ
う
に
企
業
の
財
務
的
「
体
質
の
弱
さ
」
を
あ
ら

わ
す
も
の
で
は
な
く
、
逆
に
社
会
経
済
的
な
「
強
引
さ
」
を
誇
示
す
る
も
の
で
あ
る
と
さ
え
云
う
こ
と
が
で
き
ょ
う
。
そ
れ
は
わ
が
国
の
場

合
、
過
度
の
信
用
創
造
に
よ
る
貨
幣
を
も
利
用
す
る
国
家
独
占
資
本
主
義
の
日
本
的
表
現
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
ぎ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
今
日
で
は
、
他
人
資
本
利
用
は
、
貸
付
資
本
市
場
を
通
ず
る
独
占
資
本
の
利
益
追
求
の
一
手
段
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
全
く
逆
に
高
い
自
己
資
本
比
率
は
必
ず
し
も
企
業
の
「
健
全
性
」
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
反
対
に
企
業
の
社
会

経
済
的
地
位
の
低
さ
を
、
或
は
企
業
成
長
の
停
滞
・
経
済
的
機
能
の
衰
耗
を
示
す
も
の
で
あ
る
こ
と
さ
え
あ
り
う
る
。

要
す
る
に
、
収
益
性
の
面
か
ら
い
え
ば
資
本
構
成
の
比
較
ー
他
人
資
本
依
存
度
の
小
・
大
で
も
っ
て
、
企
業
の
優
・
劣
を
速
断
す
る
こ

と
は
厳
に
慎
し
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
ま
た
利
益
額
。
自
己
資
本
利
益
率
の
高
低
で
も
っ
て
、
直
ち
に
利
潤
率
を
し
た

が
っ
て
企
業
の
社
会
経
済
的
な
収
益
性
1
1

合
理
性
を
判
断
す
る
指
標
に
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
註
）
個
別
利
潤
率
が
利
子
率
を
下
回
る
場
合

ー
一
時
的
・
個
別
特
殊
的
場
合
ー
~

所
有
構
成
が
収
益
性
と
の
関
連
で
問
題
を
露
呈
し
て
く
る
の
は
、
個
別
利
潤
率
が
利
子
率
を
下
回
り
、
こ
ん
ど
は
逆
に
他
人
資
本
部
分

に
企
業
者
損
失
を
生
じ
、
そ
れ
が
機
能
資
本
家
ー
自
己
資
本
ー
利
益
に
ま
さ
に
負
担
と
な
っ
て
く
る
場
合
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
こ
の
場
合
、
利
潤
率
と
支
払
利
子
率
と
の
差
率
に
、
利
潤
率
が
マ
イ
ナ
ス
の
場
合
に
は
両
者
の
和
率
に
、
他
人
資
本
量
を

積
算
し
た
も
の
が
企
業
者
利
得
な
ら
ぬ
損
失
と
し
て
、
自
己
資
本
利
潤
か
ら
差
引
か
れ
る
か
或
は
自
己
資
本
損
失
に
つ
け
加
え
ら
れ
、
自

己
資
本
利
益
率
を
益
々
圧
下
し
或
は
欠
損
率
を
い
よ
い
よ
高
く
し
て
く
る
。
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企
業
者
損
失
を
最
少
限
に
防
ぐ
た
め
に
は

K2/K1
は
で
き
る
だ
け
小
な
る
を
要
す
る
。

て
は
、

K
i
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
は
現
実
的
に
困
難
で
あ
る
。

K2
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
も
ま
た
同
然
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
消
極
的
で
あ

る
が
、
ら
の
増
加
を
極
力
阻
止
す
る
こ
と
で
あ
る
。

な
る
ほ
ど
煎
述
の
如
く
、
通
常
社
会
的
平
均
利
潤
率
は
利
子
率
を
上
回
る
も
の
で
あ
る
が
、
個
別
特
殊
的
に
、
或
は
一
時
的
に
利
子
率

が
利
瀾
率
を
上
回
る
場
合
な
い
し
時
期
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
方
に
は
平
均
利
潤
率
を
遥
か
に
上
回
る
超
過
利
潤
・
独
占
利
潤
を
獲
得

す
る
企
業
が
あ
り
、
他
方
に
は
平
均
利
潤
率
以
下
、
さ
ら
に
は
利
子
率
以
下
の
利
渥
率
し
か
取
得
し
え
な
い
企
業
も
あ
ろ
う
。
ま
た
産
業
構

造
上
平
均
利
子
率
以
下
の
部
門
利
瀾
し
か
実
現
し
え
な
い
産
業
部
門
も
現
実
に
は
か
な
り
長
期
に
亘
っ
て
存
在
す
る
。
さ
ら
に
全
体
的

に
、
資
本
主
義
経
済
体
制
に
固
有
の
宿
命
的
な
現
象
と
し
て
避
け
え
な
い
景
気
循
環
過
程
の
不
況
期
に
お
い
て
は
、
多
く
の
企
業
の
利
潤

率
が
利
子
率
以
下
に
転
落
す
る
。
生
産
過
剰
・
価
格
下
落
に
と
も
な
う
利
瀾
率
の
利
子
率
以
下
へ
の
急
落
に
よ
り
、
資
本
と
し
て
機
能
す

る
他
人
資
本
の
導
入
も
こ
れ
を
差
控
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
ぎ
に
、
赤
字
補
填
．
滞
貨
融
資
な
ど
の
資
本
の
回
転
期
間
の
長
期
化
に
伴

な
う
所
要
資
本
量
の
増
加
要
求
が
、
利
潤
を
生
む
た
め
の
「
資
本
と
し
て
他
人
資
本
」
で
は
な
く
し
て
、
資
金
の
流
れ
を
維
持
す
る
た
め

の
「
貨
幣
（
支
払
手
段
）
と
し
て
の
他
人
資
本
」
を
追
加
的
に
要
求
し
、
こ
れ
に
対
す
る
支
払
利
子
が
ま
さ
に
死
重
と
し
て
の
し
か
か

り
、
愈
々
利
潤
率
の
押
し
下
げ
・
赤
字
の
増
大
に
拍
車
を
か
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

企
業
資
本
構
成
の
研
究
（
二
）
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瀾
率
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る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、

企
業
資
本
構
成
の
研
究
（
二
）

常
的
で
あ
る
が
、

第
二
十
九
巻

そ
こ
で
、
通
常
の
状
態
に
お
い
て
利
子
率
以
下
の
利
潤
率
し
か
あ
げ
え
な
い
特
殊
な
個
別
企
業
に
あ
っ
て
は
、
利
子
負
担
の
加
重
が
恒

一
般
的
に
は
、
繁
栄
か
ら
恐
慌
へ
の
急
転
の
境
目
に
お
け
る
利
潤
率
の
急
落
と
利
子
率
の
上
昇
傾
向
と
が
、
一
挙
に
舞

台
を
暗
転
さ
せ
て
、
他
人
資
本
に
お
け
る
企
業
者
利
得
を
損
失
に
転
じ
、
金
利
負
担
問
題
を
露
呈
さ
せ
て
く
る
。
従
っ
て
、
資
本
構
成
と

収
益
性
問
題
は
、
他
人
資
本
過
度
依
存
と
い
う
こ
と
そ
の
も
の
よ
り
も
、
要
は
利
潤
率
の
利
子
率
以
下
へ
の
転
落
に
端
を
発
す
る
の
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
問
題
は
景
気
変
動
と
の
関
連
で
展
開
さ
れ
る
。
不
況
に
よ
る
衝
撃
に
耐
え
う
る
か
否
か
に
浮
沈
の
一
線
が
ひ
か
れ
て
く

一
方
に
お
け
る
個
別
企
業
自
体
の
不
況
に
対
す
る
利
潤
の
抵
抗
力
と
、
他
方
に
お
け
る
一
般
的
な
景
気
変
動
の
周

期
と
不
況
期
の
持
続
期
間
お
よ
び
そ
の
深
さ
、
こ
の
両
者
の
か
ら
ま
り
の
な
か
か
ら
問
題
が
顕
現
し
て
く
る
。

と
こ
ろ
で
、
従
来
資
本
構
成
是
正
論
者
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
一
時
的
•
特
殊
的
な
利
潤
率
が
利
子
率
を
下
回
る
場
合
を
一
般
化
し
て
強

調
す
る
。
そ
し
て
そ
こ
か
ら
資
本
構
成
是
正
策
を
、
そ
の
遂
行
の
た
め
の
国
の
財
政
・
金
融
・
租
税
上
の
優
遇
措
置
を
強
く
要
望
す
る
の

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
か
か
る
利
潤
率
が
利
子
率
を
下
回
る
場
合
は
、
前
述
の
如
く
、
あ
く
ま
で
も
通
常
の
循
環
過
程
に
お
い
て
は

特
殊
的
・
一
時
的
で
あ
り
、
し
か
も
企
業
者
損
失
ー
欠
損
が
そ
の
ま
ま
企
業
の
破
滅
へ
と
導
い
た
事
例
は
、
国
家
独
占
資
本
主
義
段
階
と

い
わ
れ
る
今
日
、
一
部
の
非
独
占
・
中
小
資
本
は
と
も
か
く
、
一
般
的
に
は
極
め
て
少
な
い
。
そ
れ
故
に
こ
そ
現
に
他
人
資
本
金
融
が
量

的
に
は
企
業
資
本
蓄
積
の
主
導
的
な
役
割
を
果
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
資
本
主
義
経
済
に
お
け
る
体
制
的
な
危
機
に
つ
い
て

は
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
な
り
の
展
望
を
も
つ
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
段
階
に
立
ち
至
っ
た
場
合
は
、
個
々
の
所
有
構
成
問
題
を
こ

え
た
資
本
の
全
般
的
危
機
の
と
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
今
日
行
な
わ
れ
て
い
る
資
本
構
成
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
ー
企
業
者
損
失
の
加
重
と

い
う
危
機
感
の
強
調
は
、
意
識
的
に
し
ろ
無
意
識
に
し
ろ
、
結
局
の
と
こ
ろ
構
成
の
是
正
そ
の
も
の
よ
り
も
、
そ
れ
自
体
が
資
本
蓄
積
に

貢
献
し
、
或
は
そ
れ
を
促
進
す
る
政
策
的
優
遇
措
置
獲
得
の
た
め
に
す
る
も
の
と
さ
え
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

第
二
号

七
〇
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(
2
)
資
本
金
・
剰
余
金
構
成
と
資
本
金
利
益
率

資
本
構
成
は
上
述
の
如
く
、
ま
ず
企
業
資
本
を
構
成
す
る
自
己
資
本
と
他
人
資
本
に
二
分
さ
れ
る
が
、
株
式
会
社
の
発
展
と
と
も
に
進

展
す
る
自
己
資
本
内
部
に
お
け
る
分
裂
と
他
人
資
本
に
お
け
る
変
質
・
多
様
化
が
、
収
益
性
問
題
を
さ
ら
に
複
雑
．
錯
綜
化
せ
し
め
て
行

く
。
す
な
わ
ち
、
自
己
資
本
に
あ
っ
て
は
、
資
本
金
と
剰
余
金
、
さ
ら
に
剌
余
金
の
資
本
剌
余
金
と
利
益
剰
余
金
と
へ
の
分
割
が
こ
れ
で

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
分
に
相
違
を
生
じ
て
く
る
。

「
所
有
と
経
営
の
分
離
」
・
「
株
式
会
社
自
体
」
概
念
の
強
調
に
つ
れ
て
、

分
は
、
資
本
金
（
株
式
資
本
）
・
資
本
剰
余
金
•
利
益
剌
余
金
の
順
に
希
薄
化
し
、

機
能
資
本
家
ー
支
配
資
本
家

さ
て
、
自
己
資
本
の
う
ち
、
利
益
剰
余
金
お
よ
び
資
本
剰
余
金
は
、
制
度
的
に
は
直
接
利
子
・
配
当
の
支
払
対
象
と
な
り
え
な
い
と
こ

ろ
か
ら
、
自
己
資
本
利
益
1
1

資
本
金
利
益
1
1

純
利
益
と
な
る
。
こ
う
し
て
剰
余
金
の
存
在
が
、
資
本
金
利
益
率
を
自
己
資
本
利
益
率
以
上

に
押
し
上
げ
て
表
示
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、
利
欄
率
が
零
以
上
で
は
あ
る
が
利
子
率
よ
り
も
低
い
場
合
に
お
い
て
も
、
自
己
資

本
に
占
め
る
資
本
金
比
率
が
過
小
—
剰
余
金
が
過
大
ー
で
あ
る
場
合
に
は
、
な
お
配
当
率
の
維
持
な
い
し
利
子
率
程
度
の
配
当
を
可
能
な

ら
し
め
る
資
本
金
利
益
率
を
確
保
で
ぎ
て
、
直
ち
に
減
配
或
は
無
配
に
転
落
し
て
金
利
負
担
の
過
重
を
現
実
に
露
呈
し
な
い
で
す
む
場
合

も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
場
合
で
も
支
払
利
子
の
一
部
が
す
な
わ
ち
企
業
者
損
失
が
、
減
少
し
た
自
己
資
本
利
潤
を
蚕
食
し
、
自

己
資
本
利
益
率
．
資
本
金
利
益
率
を
圧
下
す
る
こ
と
は
避
け
え
な
い
。
資
本
金
利
益
率
の
利
瀾
率
．
利
子
率
お
よ
び
資
本
構
成
と
の
閲
係

式
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
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企
業
資
本
構
成
の
研
究
（
二
）

の
支
配
力
が
株
主
の
そ
れ
と
反
比
例
的
に
強
く
な
る
。

第
二
十
九
巻

そ
の
反
面
に
お
い
て
、

株
主
持



じ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

企
業
資
本
構
成
の
研
究
（
二
）

第
二
十
九
巻

株
式
会
社
の
初
期
ー
「
所
有
ー
支
配
」
段
階
に
お
い
て
は
、
自
己
資
本
利
潤
プ
ラ
ス
他
人
資
本
部
分
の
企
業
者
利
得
で
あ
る
純

全
額
株
主
に
帰
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
税
金
を
除
い
て
そ
の
分
割
（
配
当
金
・
内
部
留
保
）
は
量
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ

た
。
一
般
株
主
の
無
機
能
化
に
つ
れ
て
、
こ
の
量
的
分
割
は
漸
次
質
的
分
割
に
転
じ
て
行
く
。
配
当
は
利
潤
分
配
と
い
う
形
態
・
内
容
を
と

り
な
が
ら
も
、
も
は
や
財
務
費
用
化
し
て
株
式
資
本
吸
引
の
た
め
の
コ
ス
ト
と
し
て
し
か
機
能
資
本
家
ー
支
配
資
本
家
に
と
っ
て
は
意
識

さ
れ
な
く
な
る
。
そ
し
て
無
機
能
化
の
一
層
の
進
展
は
、
配
当
の
内
容
を
利
子
に
近
づ
け
、
そ
の
形
骸
化
が
す
す
ん
で
行
く
。
す
な
わ
ち

配
当
性
向
は
漸
次
低
下
傾
向
を
辿
り
、
配
当
率
の
擬
制
資
本
市
場
に
お
け
る
間
接
的
利
子
化
が
、
直
接
的
に
利
子
率
化
の
方
向
を
強
め
て

く
る
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
純
利
益
は
量
的
の
み
な
ら
ず
質
的
分
割
を
と
げ
る
に
至
り
、
形
態
・
内
容
と
も
自
己
資
本
利
子
に
近
づ
い

て
行
く
。
か
か
る
変
化
に
照
応
し
て
、
収
益
性
指
標
も
そ
の
中
心
が
自
己
資
本
利
益
率
か
ら
資
本
金
利
益
率
へ
と
移
り
、
資
本
金
利
益

率
と
い
う
同
床
で
、
一
般
株
主
と
支
配
資
本
家
と
は
異
夢
を
え
が
く
こ
と
に
な
る
。

と
も
あ
れ
、
形
態
的
外
観
に
お
い
て
利
潤
か
ら
自
立
化
し
て
い
る
利
子
が
資
本
コ
ス
ト
・
商
品
コ
ス
ト
の
一
構
成
分
子
た
る
段
階
か

ら
、
い
ま
や
配
当
—
自
己
資
本
利
子
が
資
本
コ
ス
ト
と
し
て
の
み
な
ら
ず
商
品
n

ス
ト
を
形
成
す
る
費
用
で
あ
る
と
す
る
主
張
さ
え
も
生

こ
う
し
て
資
本
構
成
と
収
益
性
問
題
は
、
自
己
資
本
と
の
対
立
に
お
い
て
と
ら
え
ら
れ
た
支
払
利
子
の
資
本
コ
ス
ト
・
商
品
コ
ス
ト
問

題
か
ら
、
自
己
資
本
内
部
に
お
け
る
諸
資
本
の
コ
ス
ト
問
題
へ
と
内
肛
し
て
き
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
段
階
に
お
け
る
資
本
構
成
問
題

は
、
収
益
性
に
関
す
る
限
り
、
本
来
的
な
自
己
資
本
と
他
人
資
本
と
の
構
成
問
題
か
ら
、
実
質
的
に
配
当
•
利
子
の
支
払
を
要
す
る
資
本

と
配
当
•
利
子
の
支
払
を
要
し
な
い
資
本
と
の
構
成
の
問
題
へ
と
変
貌
す
る
。
も
と
よ
り
、
実
質
的
に
配
当
•
利
子
支
払
を
要
し
な
い
資

本
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
機
能
資
本
家
の
よ
り
強
力
な
管
理
下
に
あ
る
資
本
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
対
し
て
は
恒
に
利
子
な
い
し
配
当
が
帰

利
益
は
、

さ
て
、
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企

業

資

本

構

成

の

研

究

（

二

）

属
し
な
い
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
そ
れ

つ
ぎ
に
節
を
改
め
て
検
討
す
る
。

第
二
十
九
巻

第
二
号

は
実
質
的
に
は
む
し
ろ
利
潤
そ
の
も
の
を
要
求
す
る
の
で
あ
る
。

七

（未

完）

コ
ス
ト
間
題
に
つ
い
て
は
、




